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	応用
	抗原情報
	背景
	ユビキチンによるタンパク質の修飾は、異常なタンパク質や短寿命タンパク質を分解対象とする重要な細胞機構です。ユビキチン化には、少なくとも3種類の酵素、すなわちユビキチン活性化酵素（E1）、ユビキチン結合酵素（E2）、そしてユビキチンタンパク質リガーゼ（E3）が関与します。この遺伝子は、E1ユビキチン活性化酵素ファミリーに属する酵素をコードしています。コードされている酵素はレチノイド標的であり、急性前骨髄球性白血病において前骨髄球性白血病（PML）／レチノイン酸受容体α（RARα）の分解とアポトーシスを誘導し、ユビキチン様インターフェロン刺激遺伝子15タンパク質の結合に関与しています。 [RefSeq 提供、2008 年 7 月],機能:ユビキチンを活性化するには、まず ATP で C 末端グリシン残基をアデニル化し、次にこの残基を E1 のシステイン残基の側鎖に結合させて、ユビキチン E1 チオエステルと遊離 AMP を生成します。,その他:E1 分子内には 2 つの活性部位があり、一度に 2 つのユビキチン部分を収容できます。新しいユビキチンは、前のユビキチンがチオール部位に転移されるときにアデニル化中間体を形成します。,経路:タンパク質修飾、タンパク質ユビキチン化。,類似性:ユビキチン活性化 E1 ファミリーに属します。,サブユニット:モノマー (類似性による)。 G1P2/ISG15に結合し、その共役に関与する。,組織特異性:さまざまな正常細胞および腫瘍細胞型で発現するが、肺癌細胞株では減少する。,
	研究分野
	ユビキチンを介したタンパク質分解、パーキンソン病
	画像データ
	

	UBE1L抗体を用いたパラフィン包埋ヒト乳癌組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	UBE1L抗体を用いたHeLa細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	UBE1Lポリクローナル抗体（1：2000希釈）を用いた各種細胞のウェスタンブロット解析。二次抗体は1：20000希釈。

